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当
組
合
は
第
10
回
通
常
総
代
会
を
8

月
3
日
午
後
2
時
よ
り
、
国
民
會
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
大
阪
府
の
小
河
保
之

副
知
事
、
能
勢
町
の
中
和
博
町
長
を
は

じ
め
、多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、総

代
数
2
5
0
名
中
1
9
2
名（
内
委

任
状
58
名
）
の
出
席
を
得
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

議
案
は
、

第
1
号
議
案

「
平
成
22
年
度
事
業
報
告
書
、貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案

の
承
認
に
つ
い
て
」

第
2
号
議
案

「
平
成
23
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て
」

第
3
号
議
案

「
平
成
23
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額

の
決
定
に
つ
い
て
」

第
4
号
議
案

「
平
成
23
年
度
余
裕
金
預
け
入
れ
先
の

決
定
に
つ
い
て
」

第
5
号
議
案

「
役
員
改
選
に
つ
い
て
」

第
6
号
議
案

「
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て
」

第
7
号
議
案

「
役
員
退
任
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て
」

第
8
号
議
案

「
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

で
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
・
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

8月3日 第10回大阪府森林組合通常総代会が開催されました。

　第 10 回通常総代会において任期満了に
伴い役員を改選しました。
　併せて総代会終了後に理事会及び監事会
を開催し、新しい執行体制を決定しました
ので、お知らせいたします。
　今後とも、組合運営に対してのご支援の
ほど、よろしくお願い申し上げます。
　なお今回の役員改選で大植前副組合長、
竹中専務理事、中島理事、川西理事、山下理
事、齊喜理事が、任期満了のため退任されま
した。
　ご退任の皆様には、任期中は組合の運営に
ご尽力いただき、ありがとうございました。

◦代表理事組合長
古川　光和（非常勤） 

◦代表理事副組合長
奥野　壽一（南河内支店担当・非常勤）

◦代表理事副組合長
 北河　哲（三島支店担当・非常勤）

◦代表理事副組合長
 西田　千萬造（豊能支店担当・非常勤）

◦代表理事副組合長
大中　一美（泉州支店担当・非常勤）

◦代表理事専務
田川　静一※（学識経験者・常勤）

◦理事（非常勤）
　■豊能地区
　 　三浦　勝志※、芝　久雄※、寺内　勇※

　■三島地区
　　 小阪　登志雄、藪内　周※、藤原　宏※

　■南河内地区
　　寺田　信正、井関　醇一、井元　哲夫
　■泉州地区
　 　橋本　吉兄※、田中　豊秋、森　康人※

■学識経験者
　 　栗本　修滋
　※は新任

◦職員兼務理事
　■理事参事
　　菅沼　肇
　■理事三島支店長
　　田中　一嘉
　■理事南河内支店長
　　竹田　兼三
　■理事泉州支店長
　　葛城　修平

◦監　事
　■代表監事
　　吉田　定雄（豊能・三島地区）
　■監　　事
　　南　敏治（南河内・泉州地区）
　■監　　事
　 　杉本　隆（学識経験者・公認会計士）

新執行体制が決定しました。
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科 目 内 訳 小 計 合 計 科 目 内 訳 小 計 合 計
（資産の部） （負債の部）

流動資産 流動負債
現金・預金 955,688,651 買掛金 2,937,780
さきもり基金 506,166,012 未払金 226,045,248
受取手形 49,738,016 預り金・受託販売預り金 12,195,059
売掛金・未収金 100,624,413 前受金 1,002,500

上記 2 項目の貸倒引当金 △ 8,200,000 仮受金 344,270,534
142,162,429 賞与引当金 36,339,583

たな卸資産 17,771,092 流動負債合計 622,790,704
その他 16,457,019 1,638,245,203

流動資産合計 固定負債
固定資産 長期未払金 6,691,610
有形固定資産 1,459,228,794 農林漁業資金借入金 33,091,323
　減価償却累計額 △ 581,239,758 877,989,036 林構施設借入金 108,130,027
無形固定資産 2,756,856 預り保証金 10,262,500

退職給付引当金 209,543,940
役員退任慰労金引当金 12,855,521
基金預り金 504,000,000

外部出資 組合拠出金 △ 88,100,000 415,900,000
系統出資金 37,375,840 その他引当金・積立金 517,848,665
系統外出資金 17,527,000 固定負債合計 1,314,323,586

外部出資金合計 54,902,840 負債合計 1,937,114,290
（資本の部）

その他の固定資産 出資金 204,522,000
農林漁業資金貸付金 33,091,323 出資金合計 204,522,000
　　貸倒引当金 △ 1,800,000 31,291,323 剰余金
その他 5,000,000 準備金・積立金 361,273,935
その他の固定資産 36,291,323 当期末処分剰余金 107,275,033

剰余金合計 468,548,968
固定資産合計 971,940,055 資本合計　　 673,070,968

資産合計 2,610,185,258 負債・資本合計 2,610,185,258

科 目 小 計 合 計
Ⅰ事業総損益
　　1. 収益 2,326,564,725
　　2. 費用 1,808,379,263
　　事業総利益 518,185,462
Ⅱ事業管理費
　　1. 人件費 329,852,233
　　2. 旅費交通費 5,116,170
　　3. 事務費 11,091,577
　　4. 業務費 7,172,350
　　5. 諸税負担金 24,765,501
　　6. 施設費 100,765,278
　　7. 雑費 226,084
　　事業管理費計 478,989,193
　　事業利益 39,196,269
Ⅲ事業外損益
　　1. 事業外収益 15,296,822
　　2. 事業外費用 31,131,200
　　事業外損益 △ 15,834,378
　　経常利益 23,361,891
Ⅳ特別損益
　　1. 特別利益 68,358,265
　　2. 特別損失 71,303,370
　　特別損益 △ 2,945,105
Ⅴ利益剰余金
　　税引前当期剰余金 20,416,786
　　法人税及び住民税額 7,400,000
　　当期剰余金 13,016,786
　　前期繰越剰余金 94,258,247
　　当期未処分剰余金 107,275,033

部 門 別 費 用 収 益 損 益
指 導 部 門 5,002,141 2,842,159 △ 2,159,982
販 売 部 門 171,492,782 204,534,374 33,041,592
加  工  部  門 137,998,062 161,392,261 23,394,199
森林整備部門 1,493,886,278 1,957,795,931 463,909,653
合 　 　 　 計 1,808,379,263 2,326,564,725 518,185,462

摘 要 積算内訳 小 計 合 計
Ⅰ当期未処分剰余金 107,275,033

Ⅱ剰余金処分額
　　1. 法定準備金 当期剰余金の1/5以上 5,000,000
　　2. 任意積立金 10,000,000 15,000,000

Ⅲ次期繰越剰余金 92,275,033

平成22年度決算報告

貸借対照表（平成23年5月31日現在）

損益計算書（平成22年6月1日〜平成23年5月31日） 部門別損益計算書

平成22年度剰余金処分案

1. 受取手形の割引高は 0 円である。
2. 受取手形の裏書譲渡高は 0 円である。

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）
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１ 

管
理
運
営
の
基
本
方
針

　

組
合
と
し
て
は
、
国
家
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
」
と
協
調
し
て
、
組
合
員
の
負

託
に
応
え
た
持
続
可
能
な
地
域
森
林
管

理
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

森
林
施
業
集
約
化
と
府
内
産
材
安
定
供

給
体
制
づ
く
り
を
最
優
先
課
題
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。
と
り
わ
け
林
産
事
業

取
り
組
み
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
一
層
促
進
す

る
た
め
、
世
界
初
と
な
る
バ
イ
オ
コ
ー

ク
ス
事
業
の
安
定
生
産
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
な
ど
、
木
材
の
マ
テ
リ

ア
ル
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で
の
ト
ー
タ

ル
で
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
な

ど
に
よ
り
事
業
推
進
に
向
け
た
人
材
の

育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
重
視
に
よ
る
管
理
部
門
の
さ
ら

な
る
運
営
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2 

重
点
取
り
組
み
事
項

◦ 

森
林
整
備
加
速
化・林
業
再
生
事
業

の
推
進
、緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
推
進

◦ 

森
林
経
営
計
画
の
立
案
と
森
林
施
業

の
集
約
化
、機
械
化
林
産
事
業
の
推
進

◦ 

府
内
産
木
材
の
利
用
推
進

◦ 

バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
の
安
定
生
産
な
ど

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
推
進

◦ 

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施

◦ 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

定
着
化

◦ 

人
事
評
価
制
度
の
適
切
な
運
用
実
施

3�

支
店
の
取
り
組
み

⑴
豊
能
支
店

◦ 

高
耐
久
性
処
理
木
材
（
O
&
D
ウ
ッ

ド
）
の
普
及
と
販
売
促
進
を
図
る
。

◦ 

森
林
施
業
集
約
化
に
よ
る
搬
出
間
伐

を
推
進
す
る
。

⑵
三
島
支
店

◦ 

平
成
24
年
度
の
本
格
稼
働
に
向
け
バ

イ
オ
コ
ー
ク
ス
製
造
実
証
事
業
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

◦ 
森
林
施
業
集
約
化
に
よ
る
搬
出
間
伐

を
推
進
す
る
。

◦ 
高
槻
森
林
観
光
セ
ン
タ
ー
の
集
客
力

向
上
に
取
り
組
む
。

◦ 

地
籍
調
査
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
。

◦ 

森
林
土
木
工
事
の
受
注
拡
大
を
図
る
。

⑶
南
河
内
支
店

◦ 

森
林
施
業
の
集
約
化
に
よ
る
搬
出
間

伐
を
推
進
す
る
。

◦ 

各
種
事
業
の
導
入
に
よ
る
森
林
整
備

を
推
進
す
る
。

◦ 

地
籍
調
査
事
業
の
導
入
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。

⑷
泉
州
支
店

◦ 

保
安
林
指
定
に
よ
る
森
林
整
備
事
業

の
拡
大
を
図
る
。

◦ 

森
林
施
業
の
集
約
化
に
よ
る
搬
出
間

伐
を
推
進
す
る
。

◦ 

森
林
整
備
等
各
種
事
業
の
実
行
体
制

を
強
化
す
る
。

⑸
木
材
総
括
本
部

◦ 

機
械
化
林
産
事
業
拡
大
と
実
行
体
制

の
強
化
に
取
り
組
む
。

◦ 

建
築
事
業
部
、
工
務
店
等
と
の
連
携

に
よ
る
府
内
産
木
材
製
品
の
利
用
を

進
め
る
。

◦ 

木
材
共
販
所
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
河
内

長
野
の
運
営
改
善
に
努
め
る
。

◦ 

森
林
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
受
け
入
れ
材
確

保
に
向
け
た
営
業
活
動
を
強
化
す
る
。

⑹
建
築
事
業
部 

◦ 

新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
受
注
拡
大
に

取
り
組
む
。

◦ 

営
業
・施
工
管
理
体
制
の
構
築
を
図
る
。

⑺
そ
の
他 

◦ 

府
営
公
園
等
の
指
定
管
理
受
託
の
取

り
組
み
を
進
め
る
。

⑻
管
理
部
門

◦ 

将
来
の
経
営
環
境
の
変
化
を
見
定
め
、

全
役
職
員
が
問
題
点
を
共
有
し
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
の
体
制
を

構
築
す
る
。

◦ 

各
支
店
に
所
属
す
る
施
設
に
つ
い
て
、

運
営
改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
に
関

与
す
る
。

指
導

　

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
な
ど
林
業

政
策
が
大
き
く
変
わ
り
、
日
本
の
林
業

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
情
勢
の
把
握
に
努
め
、
各
種
の
情

報
の
入
手
と
提
供
を
行
う
こ
と
で
組
合

員
の
林
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

⑴ 

情
報
誌
の
発
行

　
 　

機
関
誌「
大
阪
し
ん
り
ん
く
み
あ
い

通
信
」を
年
2
回
発
行
し
、林
政
情
報

の
提
供
な
ど
紙
面
の
充
実
に
努
め
る
。

⑵
地
区
活
動
の
強
化

　

 　

地
域
林
業
の
振
興
の
た
め
、
各
市

町
村
別
に
組
織
す
る
地
区
林
業
推
進

協
議
会
の
運
営
を
支
援
し
、
研
修
会

や
農
林
業
祭
へ
の
参
加
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
地
区
活
動
の

活
性
化
を
図
る
。

⑶
森
林
経
営
計
画
の
立
案

　

 　

今
後
、
造
林
補
助
事
業
で
森
林
整

備
を
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
森
林

経
営
計
画
を
立
案
し
、
集
約
化
施
業

に
つ
な
げ
る
。

販
売

　

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

の
流
通
コ
ス
ト
支
援
を
受
け
、
川
下
事

業
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
府
内
産
木
材

の
販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。

⑴
木
材
共
販
事
業

　

 　

長
期
に
わ
た
る
原
木
価
格
の
低
迷

平
成
23
年
度
事
業
計
画

部 門 費 用 収 益 損 益

指 導 部 門 4,056 1,300 △ 2,756

販 売 部 門 140,548 172,545 31,997

加 工 部 門 146,088 166,524 20,436

森林整備部門 1,158,106 1,558,597 400,491

合 計 1,448,798 1,898,966 450,168

Ⅰ . 事業総利益 ………………………………………………450,168

Ⅱ . 事業管理費 ………………………………………………434,952

Ⅲ . 事業外損益 ………………………………………………… 500

Ⅳ . 特別損益 …………………………………………………………0

Ⅴ . 利益剰余金（税引前剰余金） ………………………… 15,716

平成23年度損益計画書
1 部門別損益計画 2 事業総損益（単位：千円） （単位：千円）

と
、
そ
れ
に
伴
う
出
材
意
欲
の
減
退

に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
運
営
を
し
て

い
る
が
、
併
設
す
る
森
林
バ
イ
オ
マ

ス
事
業
と
の
連
携
に
よ
り
経
営
の
収

支
均
衡
に
努
め
る
。

⑵
林
産
事
業

　

 　

高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
搬
出
コ

ス
ト
の
削
減
な
ど
効
率
化
に
努
め
、

森
林
所
有
者
へ
の
還
元
が
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

⑶
建
築
事
業

　

 　
「
お
お
さ
か
ス
ロ
ー
ウ
ッ
ド
」
な

ど
良
質
木
材
を
使
用
し
た
新
築
木
造

住
宅
や
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
推
進
し
、

府
内
産
木
材
の
普
及
に
努
め
る
。

加
工

　

製
品
の
品
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進
法
を
受
け

需
要
が
拡
大
す
る
公
共
工
事
等
へ
の
営

業
活
動
を
強
化
し
、
府
内
産
木
材
の
販

路
拡
大
に
努
め
ま
す
。

⑴ 

河
内
長
野
木
材
加
工
所
（
ウ
ッ
ド

ベ
ー
ス
か
わ
ち
な
が
の
）

　

 　

品
質
の
向
上
と
と
も
に
生
産
効
率

を
高
め
、
建
築
事
業
部
と
の
連
携
や

工
務
店
な
ど
へ
の
積
極
的
な
営
業
に

よ
り
、
お
お
さ
か
河
内
材
の
販
路
拡

大
を
図
る
。

⑵
能
勢
木
材
加
工
セ
ン
タ
ー

　

 　

高
耐
久
化
処
理
木
材
「
O
&
D

ウ
ッ
ド
」
の
公
共
土
木
工
事
な
ど
へ

の
営
業
活
動
を
強
化
し
、
府
内
産
木

材
の
販
売
に
努
め
る
。

森
林
整
備

　

本
年
度
よ
り
、
保
育
か
ら
利
用
へ
と

補
助
事
業
の
体
系
が
大
き
く
変
わ
る
が
、

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
で

間
伐
を
進
め
る
と
と
も
に
、
作
業
路
な

ど
の
路
網
整
備
に
取
り
組
み
、
木
材
の

搬
出
に
向
け
た
事
業
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、昨
年
度
施
設
整
備
を
し
た「
バ
イ

オ
コ
ー
ク
ス
事
業
」の
来
年
度
本
格
稼

働
に
向
け
実
証
試
験
事
業
を
行
う
な
ど
、

森
林
土
木
事
業
な
ど
と
あ
わ
せ
て
森
林

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑴
森
林
整
備

　

◦ 

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事

業
の
計
画
的
な
実
施

　

◦ 

公
共
治
山
事
業
や
造
林
補
助
事
業

に
よ
る
森
林
整
備
の
推
進

　

◦ 

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ
る
森
林

整
備
の
推
進

⑵
利
用

　

◦ 

森
林
土
木
事
業
、
森
林
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
な
ど
の
森
林
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
の
推
進

　

◦ 

バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
実
証
事
業
の
推
進

　

◦ 

特
殊
伐
採
な
ど
専
門
技
術
を
活
用

し
た
事
業
の
推
進

　

◦ 

地
籍
調
査
事
業
の
計
画
的
実
施

　

◦ 

指
定
管
理
に
よ
る
公
共
施
設
の
円

滑
な
運
営

　

◦ 

森
林
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や

緑
化
事
業
の
推
進

　

◦ 

緑
の
雇
用
担
い
手
育
成
対
策
事
業

に
よ
る
人
材
育
成

⑶
購
買

　

 　

大
型
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の

競
合
の
中
、
購
買
部
門
の
事
業
拡
大

は
困
難
な
状
況
に
あ
る
が
、
優
良
な

林
業
資
材
・
用
具
の
販
売
に
努
め
る
。

　

◦ 

優
良
苗
木
、
林
業
用
機
械
、
林
業

用
具
の
販
売

⑷
金
融

　

 　

木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
林
業
経
営

が
厳
し
い
中
、
組
合
員
か
ら
の
資
金

需
要
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
必

要
な
資
金
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
制

度
資
金
の
紹
介
、
斡
旋
に
努
め
る
。

　

◦ 

日
本
政
策
金
融
公
庫
資
金
、
農
林

中
金
資
金
の
転
貸

　

◦ 

現
借
入
金
（
転
貸
資
金
）
の
償
還

事
務
を
行
う

　

◦ 

大
阪
府
の
委
任
を
受
け
て
行
う
林

業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
の
事
務

取
扱
い
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10
月
4
日
、
大
阪
府
南
河
内
農
と
緑

の
総
合
事
務
所
と
大
阪
府
森
林
組
合
の

合
同
に
よ
り
、
岐
阜
県
本
巣
市
へ
㈲
根

尾
開
発
に
よ
る
作
業
道
開
設
・
機
械
化

林
産
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

根
尾
開
発
は
林
業
専
門
誌
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
ど
有
数
の
路
網
作
設
技
術

を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
路
網
開
設
に
最

も
肝
要
と
い
わ
れ
る
水
処
理
に
つ
い
て

も
経
験
則
か
ら
適
宜
路
面
に
起
伏
を
つ

け
る
な
ど
随
所
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
し
た
。

　

当
地
は
大
阪
と
比
べ
て
山
林
の
傾
斜

の
違
い
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
岩
盤

地
が
多
く
、
開
設
に
削
岩
機
を
使
用
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
路
面

は
安
定
し
水
捌
け
も
良
く
、
後
々
の
崩

土
の
心
配
が
少
な
い
た
め
、
幅
員

3
.
6
m
規
格
の
基
幹
作
業
道
を
高
延

長
で
開
設
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

大
阪
で
は
真
砂
土
、
礫
岩
な
ど
軟
弱

地
盤
が
多
い
た
め
、
同
様
の
規
格
・
基

準
で
の
路
網
開
設
は
採
用
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
同
社
で
は
少
数
の
機
械
や
車

両
を
効
率
よ
く
使
用
す
る
こ
と
に
腐
心

し
て
お
り
、
1
台
の
重
機
の
先
端
部
を

現
場
で
短
時
間
に
付
け
替
え
て
複
数
工

程
を
こ
な
し
た
り
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
等
キ

ャ
タ
ピ
ラ
車
で
の
林
内
運
搬
を
考
え
ず

4
t
ト
ラ
ッ
ク
等
が
直
接
作
業
道
に
進

入
し
て
木
材
を
積
込
み
運
搬
し
、「
積
込

回
数
を
減
ら
し
最
終
地
へ
直
接
運
搬
す

る
」
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
木
材
総
括
部
で
も
同
様

の
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、

大
阪
で
も
既
設
林
道
や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
の
確
保
等
の
条
件
が
整
え
ば
、
ダ
ン

プ
や
ト
ラ
ッ
ク
を
有
効
に
活
用
し
て
効

率
化
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
集
約
化

範
囲
の
設
定
を
再
考
す
る
な
ど
創
意
工

夫
が
試
さ
れ
る
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
岐
阜
県
な
ど
山
の
特
性
や
立

地
条
件
は
地
域
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、

良
い
と
こ
ろ
を
大
阪
版
と
し
て
改
良
吸

収
し
、
今
後
も
最
良
の
プ
ラ
ン
を
打
ち

立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
木
材
総
括
本
部　

廣
口
）

プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
報
告 

〜
森
林
経
営
計
画
の
策
定
に
む
け
て
〜

幅員3.6mの4t車通行可能な基幹作業道
　かなり切土面が立っていますが、軟弱土ではないので崩土の心配も
無いようです。

ハーベスタ伐出作業
　全幹のまま掴める0.55という大型ベースマシンに、最新のアタッチ
メント交換システムが付属。油圧ホースを1本ずつ繋がなくても半自
動で繋いでくれるため、グラップルからハーベスタへのアタッチメン
ト交換がスムーズ且つ短時間でした。

　

我
々
組
合
職
員
に
と
っ
て
、
山
林
に

よ
る
組
合
員
さ
ま
へ
の
利
益
還
元
が
目

指
す
べ
き
目
標
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
提
案
型
集
約
化
施
業
に
つ
い
て
、

森
林
所
有
者
の
集
約
化
の
手
順
や
施
業

プ
ラ
ン
の
作
り
方
な
ど
を
具
体
的
に
学

ぶ
事
が
必
要
だ
と
思
い
、
８
月
２
日
～

４
日
ま
で
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成

研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
大
阪
か
ら
は
私
一
人
で
、

他
府
県
か
ら
組
合
関
係
者
や
林
業
事
業

体
の
方
々
が
多
数
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

以
前
と
比
べ
る
と
林
業
事
業
体
の
参
加

が
非
常
に
多
く
な
っ
た
よ
う
で
組
合
と

同
じ
悩
み
で
来
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

研
修
で
は
、
プ
ラ
ン
の
作
り
方
や
集

約
化
の
事
例
な
ど
を
学
び
ま
し
た
が
、

や
は
り
個
々
の
地
域
の
特
色
が
全
然
違

う
の
で
、
大
阪
で
同
じ
よ
う
な
作
業
シ

ス
テ
ム
で
取
り
組
む
の
は
難
し
い
と
感

じ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
施
業
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
林
道
は
10
ｔ
ト
レ
ー
ラ
ー
も

進
入
で
き
る
よ
う
な
林
道
が
多
く
、
ま

た
山
の
傾
斜
が
緩
や
か
な
の
で
切
り
盛

　

前
号（
本
年
6
月
号
2
ペ
ー
ジ
）に
掲

載
し
ま
し
た
と
お
り
、
国
で
定
め
る
造

林
補
助
事
業
に
関
し
て
平
成
23
年
度
か

ら
大
き
く
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
補
助
事
業
の
採
択
基
準
が

変
わ
り
ま
し
た
。
主
な
点
を
従
来
と
比

較
す
る
と
表
の
と
お
り
で
す
。

　

も
っ
と
も
大
き
な
変
更
点
は
、
Ｈ
24

年
度
以
降
、
森
林
経
営
計
画
を
策
定
さ

れ
て
い
な
い
事
業
に
対
す
る
補
助
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
、
し
た
が
っ
て

計
画
を
策
定
さ
れ
て
い
な
い
山
林
で
の

施
業（
計
画
対
象
地
で
あ
っ
て
も
計
画

さ
れ
て
い
な
い
施
業
）に
つ
い
て
、
補

助
金
申
請
さ
れ
て
も
受
理
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
の
狙
い
と
し
て
は
、“
間
伐
材
搬

出
に
重
点
を
置
き
”、“
搬
出
間
伐
を
計

画
的
に
実
行
で
き
る
区
域
に
対
し
重
点

的
に
支
援
す
る
”こ
と
に
よ
っ
て
、
木

材
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
計
画

区
域
と
し
て
想
定
さ
れ
る
規
模
は「
一

つ
の
林
班（
注
）、
ま
た
は
隣
接
す
る
複

数
林
班
の
面
積
の
半
分
以
上
」と
示
さ

れ
て
お
り
、
言
い
換
え
れ
ば
数
十
ha
以

上
の
規
模
で
の
取
り
ま
と
め
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
分
散
す
る
小
規
模
事
業
地
を

支
援
対
象
に
す
る
の
は
大
変
困
難
と
い

え
ま
す
。

　

小
規
模
林
家
が
多
い
府
域
森
林
の
状

況
か
ら
す
る
と
、
新
制
度
に
は
大
き
な

疑
問
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

補
助
金
抜
き
に
し
て
林
業
経
営
を
行
う

こ
と
が
困
難
な
現
状
で
は
こ
れ
を
う
ま

く
活
用
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
と
考

え
ま
す
。
事
業
を
実
施
す
る
所
有
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
業
予
定
の
な
い
所

有
者
の
方
も
含
ん
だ
地
域
一
体
で
の
林

業
経
営
に
対
す
る
理
解
が
不
可
欠
で
す
。

（
注
） 林
班
…
大
字
や
天
然
地
形
等
に
よ
り
，
面
積
が
お

お
む
ね
5
0
h
a
程
度
と
な
る
よ
う
に
設
け
ら
れ

た
森
林
区
画
の
単
位
。

従来の制度

➡

新しい制度

主要事業名 流域育成林整備事業 森林環境保全直接支援事業

対象森林 H24年度から「森林経営計画」の計画地
間伐・更新材は集約化実施計画対象森林

主な施業種

拡大造林 天然林等の伐採跡地での造林

人工造林
拡大造林・再造林・被害跡地造林
とも対象となるが、補助金査定の
標準単価は一本化

再造林 人工林伐採跡地での造林

被害跡地造林 自然災害等による新規造林
被害地への補植

下刈 原則2〜6年生での1回刈
必要と認められれば2回刈可 下刈 原則2〜6年生での1回刈

枝打ち 11〜30年生での2､4ｍ打ち 枝打ち 11〜30年生での2､4､6ｍ打ち

除間伐
11〜35年生での除伐または間伐
伐採率30％標準とし、下回れば補
助金単価は減額

除伐
11〜25年生での除伐または
切捨間伐
伐採率20％以上

間伐
11〜60年生での搬出間伐
ha当り10㎥以上の搬出
伐採率30％以上

機能増進保育 36〜60年生での抜き伐り 更新伐 複層林誘導のため90年生までの
伐倒搬出

付帯施設整備 新規造林事業地における防鹿柵、
忌避剤散布 付帯施設整備 新規造林事業地における防鹿柵、

忌避剤散布

作業道等 作業道または簡易作業路
（幅員2.5ｍまで） 作業道等 森林作業道（幅員3.0ｍまで）

事業規模 1施業地当り0.1ha以上 変更なし

り
の
少
な
い
作
業
道
の
開
設
が
可
能
な

と
こ
ろ
で
し
た
。

　

し
か
し
、
集
約
面
積
を
60 

ha
な
ど
広

い
面
積
で
集
約
化
し
て
コ
ス
ト
削
減

に
努
力
さ
れ
て
お
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

大
阪
で
は
大
阪
の
や
り
方
で
や
っ
て
み

な
い
と
前
に
進
ま
な
い
と
、
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
研
修

先
の
北
は
り
ま
森
林
組
合
も
最
初
は
失

敗
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
そ
う
な
の
で
、

現
在
、
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生

事
業
に
て
進
め
て
い
る
施
業
地
に
つ
い

て
、
所
有
者
へ
の
プ
ラ
ン
の
提
示
な
ど

実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
組
合
業
務
の
中
で
今
ま

で
研
修
に
て
学
ん
だ
事
、
こ
れ
か
ら
学

ぶ
事
を
無
駄
に
せ
ず
、
と
り
あ
え
ず
実

践
し
て
み
て
、
も
し
も
の
失
敗
の
中
に

も
成
功
の
中
に
も
何
か
を
学
ん
で
自
分

自
身
成
長
し
、
組
合
に
と
っ
て
有
益
な

技
術
を
身
に
つ
け
日
々
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（泉

州
支
店　

木
下
）

※間伐、更新伐、森林作業道については、実施前に事前計画書の承認（大阪府）が必要
※その他にも制限、基準がありますが、紙面の都合で省略します。詳しくは最寄りの組合事務所にご確認ください。

■造林補助事業制度の概要

岐
阜
県
本
巣
市
（
有
限
会
社
根
尾
開
発
）

林
産
現
場
の
視
察
報
告

新しくなった
造林補助事業
内容について
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大
阪
の
森
林
の
明
日
を
考
え
る
地
域
対
話
集
会

「
森
づ
く
り
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
す
！

お問い合せ先

　

平
成
23
年
10
月
11
日
、
北
海
道
下
川

町
の
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

大
阪
府
森
林
組
合
と
北
海
道
下
川
町
森

林
組
合
と
の
友
好
組
合
協
定
締
結
調
印

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
森
林
組
合
は
、
平
成
14
年
11

月
に
宮
崎
県
の
南
那
珂
森
林
組
合
と
友

好
協
定
を
締
結
し
、
人
事
交
流
や
事
業

の
情
報
交
換
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
9
月
に
は

南
那
珂
森
林
組
合
と
下
川
町
森
林
組
合

が
友
好
協
定
を
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
3
組
合
間
相
互
で
友
好
関
係
を

結
ぶ
た
め
に
、
下
川
と
大
阪
の
組
合
間

で
も
友
好
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

下
川
町
森
林
組
合
は
、
F
S
C
森

林
認
証
の
理
念
に
基
づ
く
循
環
型
森
林

経
営
を
柱
に
、
小
径
木
加
工
に
よ
る
地

域
材
の
活
用
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
集
成
材
、

丸
棒
、
木
炭
、
木
酢
液
、
お
が
粉
と
木

材
を
余
す
こ
と
な
く
利
用
す
る
、
ま
さ

に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
先

進
的
な
森
林
組
合
で
す
。

　

大
阪
府
と
下
川
町
の
2
組
合
間
協
定

で
は
、
①
森
林
組
合
や
役
職
員
の
相
互

交
流
、
②
経
営
・
技
術
な
ど
の
情
報
交

換
、
③
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ

た
交
流
、
④
木
材
利
用
と
特
産
品
販
売
、

⑤
季
節
に
よ
る
組
合
相
互
交
流
、
⑥
地

球
温
暖
化
防
止
等
の
環
境
に
関
す
る
情

報
・
技
術
の
交
流
な
ど
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

調
印
式
に
は
大
阪
か
ら
23
人
、
下
川

か
ら
47
人
、
南
那
珂
か
ら
9
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
古
川
組
合
長
と
下
川
町
の

山
下
組
合
長
が
協
定
書
に
調
印
。
立
会

人
と
し
て
安
斎
下
川
町
長
、
両
組
合
を

仲
介
し
た
南
那
珂
の
島
田
組
合
長
が
署

名
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
12
日
は
、
南
那
珂
、
大
阪
府
、
下

川
町
の
3
森
林
組
合
友
好
の
森
植
樹
祭

を
行
い
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
大
阪
か

ら
ヒ
ノ
キ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
シ
ラ
カ
バ
、

南
那
珂
か
ら
ス
ギ
、
下
川
か
ら
ト
ド
マ

ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
を
植

樹
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
3
組
合
が
連
携
し
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
各
地
域
の
森

林
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

下
川
町
森
林
組
合
と
の

友
好
組
合
締
結

　

府
域
の
森
林
は
、
都
市
近
郊
に
位
置

し
、
防
災
や
景
観
面
で
重
要
な
機
能
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
管

理
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
森
林
の
増
加

や
間
伐
材
の
搬
出
利
用
が
進
ん
で
い
な

い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
阪
府
で
は
、
森
林
の
多
様
な
機
能
を

向
上
さ
せ
、
健
全
な
森
林
を
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
森
づ
く
り
の

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
に
つ

い
て
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
こ
れ

を
基
に
、
森
林
所
有
者
や
林
業
関
係
者

の
方
々
を
は
じ
め
、
木
材
産
業
関
係
者

や
N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
府
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
今

後
の
検
討
に
活
か
し
て
い
く
た
め
、
府

内
5
箇
所
で
「
森
づ
く
り
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
近
く
の
会
場
に
足
を
お
運

び
い
た
だ
き
、
大
阪
の
森
林
の
保
全
に

向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
大
阪
府　

み
ど
り
・
都
市
環
境
室
）

■平成23年12月13日（火）  19：00〜
　大阪府南河内府民センター
　3階講堂

■平成23年12月14日（水）  19：00〜
　和泉市立コミュニティーセンター
　中集会室

■平成23年12月15日（木）  19：00〜
　枚方市市民会館
　第3会議室

■平成23年12月16日（金）  14：00〜
　大阪府三島府民センター
　4階第1会議室

■平成23年12月19日（月）  15：00〜
　大阪木材会館
　6階大会議室

取組みの基本方向
■�森林の状態に応じて3タイプに区分し、地域ぐるみで森づくりや�
森林資源利用の取り組みを推進

調印式　山下組合長（左）と古川組合長

協定書
特製のヒノキ額縁に収まっています

参加者全員による記念植樹

「新たな森林保全システムの構築」中間報告案（要旨）

■環境農林水産部みどり・都市環境室みどり推進課
　森づくり支援グループ　06-6210-9556

■各農と緑の総合事務所　地域政策室
　（北　部）　大阪府三島府民センター内 072-627-1121（代）
　（中　部）　大阪府中河内府民センター内 072-994-1515（代）
　（南河内）　大阪府南河内府民センター内 0721-25-1131（代）
　（泉　州）　大阪府泉南府民センター内 072-439-3601（代）

◦ 府や市町村が連携して、森林所有者や林業事業体、地元町会等の関係
者に働きかけ、地域ぐるみで森づくりを考え、実行する場づくりを促進

◦ 森づくりに積極的に取り組む地区（人工林・里山林）を大阪府が認定し、
森林施策を重点実施

■都市の健康を育む「木材利用」への理解を向上
　◦ 木の良さや府内産材利用の重要性（間伐材の利用が森林保全・環境

貢献に繋がること）、入手先などの情報を広く府民に発信
　◦ 伐採、搬出から加工、利用まで、関係する主体が連携して取り組む

ことにより、地域の実情に応じた生産・流通体制を構築し、安定供
給を図っていく

　①産地形成型の対策（成熟した人工林）
　◦ 成熟した人工林の資源を有効に活用し、林業本来の資源循環サイ

クルを取り戻すことを目指す
　②バイオマス利用型の対策（生育途上の人工林）
　◦ 生育途上の人工林の資源を有効に活用しつつ、将来に向け健全に

育成していくことを目指す
　③里山再生型の対策（里山林）
　◦ 経済性では成り立ちにくい里山林の機能（防災や景観形成等）を

維持することを目指す

「森づくりタウンミーティング」
開催日程及び会場
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見事に新たな温泉水が勢いよく噴出しました

　

昨
冬
よ
り
掘
削
し
て
い
た
井
戸
か

ら
、
温
泉
水
が
湧
き
出
し
ま
し
た
。
高

槻
森
林
観
光
セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
が

「
温
泉
」
と
し
て
2
年
ぶ
り
に
復
活
し

ま
す
。

　

2
0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
下
よ
り
湧
き

出
す
温
泉
水
は
フ
ッ
素
を
多
く
含
ん
で

お
り
、
手
を
ひ
た
す
と
以
前
に
も
ま
し

て
ツ
ル
ツ
ル
の
肌
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

温
泉
と
し
て
の
再
ス
タ
ー
ト
後
は
、

森
林
浴
と
温
泉
浴
、
そ
し
て
食
欲
を
満

た
す
施
設
と
し
て
、
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
寒
い
時
期
は
、
温
泉
と

お
鍋
、
お
酒
で
カ
ラ
ダ
の
内
と
外
か
ら

温
め
る
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

丹
波
か
ら
届
く
名
物
の
イ
ノ
シ
シ
肉

を
「
ぼ
た
ん
鍋
」
で
召
し
上
が
る
だ
け

で
、
こ
の
冬
は
、
き
っ
と
寒
さ
知
ら
ず

風
邪
知
ら
ず
！
で
過
ご
せ
ま
す
ヨ
。
も

ち
ろ
ん
、
お
好
み
に
応
じ
て
「
地
鶏
の

す
き
焼
き
」
や
「
亀
岡
牛
の
す
き
焼
き
」

も
ご
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

温
泉
営
業
を
記
念
し
て
、
組
合
員
の

皆
様
の
ご
利
用
に
際
し
て
は
、
こ
の
組

合
員
通
信
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、

槻
の
郷
荘
で
の
お
食
事
料
金
（
お
一
人

様
2
，
0
0
0
円
以
上
、
お
飲
み
物
な

ど
は
除
く
）
を
1
割
引
き
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
新
し
い
樫
田
温
泉

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

お
部
屋
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お
食
事
は
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
組
合
通
信
で
の
割
引
は
平
成
24
年
3
月
末
日
ま

で
で
す
。

平
成
23
年
度
大
阪
府
森
林
組
合

安
全
衛
生
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

冬の山といえばぼたん鍋です（写真は 4 人前）

今
冬 
温
泉
営
業
開
始
！

大きな天然石を使った浴槽は大好評です
高槻市大字田能小字的谷2番地

JR高槻

名神
高速

府
道
枚
方
亀
岡
線

国道
171
号線

●高槻森林観光センター

■交通のご案内
【公共交通機関でのご来場】

JR高槻駅北口より高槻市営バス2番乗場
系統番号60 〜 63番
｢樫田方面｣行き乗車
森林センター前下車すぐ
【お車でのご来場】

国道171号線｢今城町｣交差点を北へ（府道6号
枚方亀岡線）約30分
※ ご予約内容によっては高槻駅からの送迎バスもご利用いた

だけます（要予約）

森
林
観
光
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
お
問
い
合
わ
せ

０
７
２（
６
８
８
）９
４
０
０

　

6
月
2
日
、
平
成
23
年
度
の
安
全
衛

生
大
会
を
木
材
共
販
所
に
て
開
催
し
、

古
川
組
合
長
以
下
、
各
支
店
担
当
副
組

合
長
、
職
員
お
よ
び
組
合
事
業
に
従
事

す
る
作
業
班
の
方
々
総
勢
85
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
地
元
・
千
早
赤
阪
村 

建
水
分
神
社 

宮
司
様
に
よ
る
安
全
祈

願
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
本
年
度
の
組

合
事
業
な
ら
び
に
作
業
に
従
事
す
る

方
々
の
安
全
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
古
川
組
合
長
の
挨
拶

に
続
き
、
来
賓
の
大
阪
府
南
河
内
農
と

緑
の
総
合
事
務
所 

緑
地
整
備
課 

玉
木

課
長
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
安
全
衛

生
に
関
す
る
技
術
的
実
地
的
研
修
に
う

つ
り
、
ま
ず
は
平
素
よ
り
森
林
組
合
の

各
現
場
で
安
全
指
導
を
頂
い
て
い
る
林

業･

木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会

の
西
原
健
吾
様
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

西
原
様
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
結
果
を
踏
ま
え
た
重
点
的
な

注
意
事
項
と
今
後
、
森
林
組
合
で
搬
出

間
伐
事
業
が
拡
大
す
る
こ
と
を
念
頭
に

し
た
労
働
安
全
対
策
の
要
点
を
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
森
林
組
合
が

取
り
組
む
べ
き
安
全
管
理
に
大
変
参
考

と
な
る
内
容
で
し
た
。

　

続
い
て
、
富
田
林
市
消
防
本
部
の
救

急
隊
員
の
方
々
か
ら
、
万
一
ケ
ガ
が
発

生
し
た
場
合
の
救
急
対
応
に
つ
い
て
、

熱
中
症
や
出
血
、
骨
折
な
ど
の
症
例
別

に
対
処
法
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
山
林
内
で
救
急
車
を
呼
ぶ
状
況

に
な
っ
た
と
き
、
携
帯
電
話
の
電
波
が

不
安
定
な
た
め
に
最
寄
り
で
な
い
地
区

の
消
防
署
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
所
在
を
伝
え

る
の
が
肝
心
で
あ
る
こ
と
、
救
急
隊
到

着
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
現
場

の
木
材
を
活
用
し
た
応
急
担
架
を
作
っ

て
搬
送
す
る
方
法
な
ど
森
林
組
合
事
業

の
現
場
で
役
に
立
つ
内
容
を
、
実
例
や

お
手
本
を
見
せ
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
安
全
の
誓

い
」
を
唱
和
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

林
材
業
は
他
産
業
と
比
べ
て
災
害
発

生
頻
度
や
重
篤
度
が
高
い
の
が
実
情
で

す
。
職
員
一
同
、
本
大
会
で
の
研
修
や

誓
い
を
肝
に
銘
じ
て
安
全
意
識
を
常
に

心
掛
け
ま
す
。
ま
た
、
自
ら
作
業
を
さ

れ
る
組
合
員
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
保
護
装
備
の
徹
底
な
ど
安
全
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　年2回開催している安全作業や林業技術に関す
る講習会の内容が決まりましたのでお知らせし
ます。是非この機会にご参加下さい。なお、準
備の都合上、お手数ですが事前に参加申し込み
をお願いします。

林業技術・安全作業講習会の
お知らせ

■次第
　1補助事業の新しい概要について
　　（講師）
　　大阪府南河内農と緑の総合事務所
　　松田 幸子氏
　2林業現場責任者集団指導会
　　（講師）
　　労働安全コンサルタント事務所長
　　栗副 耕治氏

■講習内容
　◦ 現場責任者の役割と職務について
　◦ 安全作業の徹底について
　◦ 自主的な安全衛生活動について

■日時
　平成23年12月13日（火）
　午後1時から午後5時

■集合場所
　大阪府森林組合　木材共販所
　（千早赤阪村大字中津原545-1）
　TEL.0721（72）7755

■申込先
　大阪府森林組合南河内支店　
　TEL. 0721（63）0850

I N F O R M A T I O N
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平
成
23
年
8
月
4
日
早
朝
、
大
植
嘉

郷
前
副
組
合
長
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
3
日
の
総
代
会
で
勇
退
の
ご
挨
拶

を
さ
れ
、そ
の
翌
朝
の
こ
と
で
し
た
の
で
、訃

報
を
聞
い
た
時
は
ま
さ
に
寝
耳
に
水
の
出

来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
故
大
植
前
副
組
合
長
に
は
、

大
阪
府
森
林
組
合
設
立
時
に
唯
一
新
設

と
な
っ
た
泉
州
支
店
の
担
当
副
組
合
長

と
し
て
ご
就
任
い
た
だ
き
、
細
や
か
な
ご

指
導
に
よ
り
支
店
運
営
に
多
大
な
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
・
和
泉
市

の
み
な
ら
ず
広
域
な
泉
州
地
域
で
の
業

務
は
、
大
植
前
副
組
合
長
で
な
く
て
は

到
底
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、平
成
19
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
い
ず
み
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
農
林
産

物
直
売
所
“
葉
菜
の
森
”」
の
立
上
げ

に
も
ご
尽
力
さ
れ
、
山
林
経
営
の
傍
ら

で
林
産
物
の
直
売
に
よ
る
林
業
復
興
に

も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
林
業
一
筋
の
ご
功
績
に
よ
り
、
今
年

度
春
の
叙
勲
で
「
旭
日
単
光
章
」
を
受

章
さ
れ
た
ば
か
り
で
し
た
。

　

職
員
に
対
し
て「
メ
シ
食
い
に
行
こ
う

や
」と
気
さ
く
に
声
を
か
け
、相
談
相
手

と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

指
導
者
で
あ
り
な
が
ら
、と
き
に
は
“
頼

り
に
な
る
お
や
っ
さ
ん
”的
存
在
で
も
あ
っ

た
大
植
様
の
急
逝
に
は「
残
念
」
と
言
う

言
葉
し
か
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
せ
ん
。
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大
植
前
副
組
合
長
ご
逝
去

　

古
川
組
合
長
が
23
年
春
の
叙
勲
で
旭

日
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
11
月
6
日（
日
）

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪「
山
楽

の
間
」で
盛
大
に
叙
勲
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
ご
承
知
の
通
り
、
古
川
組
合
長

は
衆
議
院
議
員
秘
書
と
し
て
昭
和
30
年

か
ら
約
20
年
間
勤
め
ら
れ
、
昭
和
53
年

か
ら
7
期
28
年
間
に
わ
た
っ
て
大
阪
府

議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
平
成
13
年
に
は
第
97
代
大

阪
府
議
会
議
長
を
さ
れ
る
な
ど
大
阪
府

政
の
推
進
に
力
を
注
い
で
来
ら
れ
、
こ

の
よ
う
な
功
績
が
地
方
自
治
功
労
者
と

し
て
受
賞
の
栄
誉
に
浴
さ
れ

る
こ
と
と
な
ら
れ
た
次
第
で

す
。

　

祝
賀
会
当
日
は
、
多
く
の

国
会
議
員
、
大
阪
府
議
会
議

員
、
市
町
村
会
議
員
の
方
々

を
始
め
南
河
内
地
域
の
市
町

村
長
、
地
元
の
方
々
な
ど
約

4
0
0
名
が
お
祝
い
に
駆
け

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
森
林
組
合
か
ら
も

乾
杯
の
大
役
を
引
き
受
け
ら

れ
た
奥
野
副
組
合
長
を
始
め

35
名
の
役
職
員
が
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
組
合
長
の
受
賞

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
当
組
合
の
三
浦
理
事

か
ら
五
葉
松
の
大
変
立
派
な

盆
栽
が
提
供
さ
れ
式
典
に
花

を
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
方
々
か
ら
は
組

合
長
の
ご
功
績
や
お
人
柄
を

称
え
ら
れ
る
と
と
も
に
お
元

気
で
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
さ
れ
る
た
く
さ
ん

の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

古
川
組
合
長
叙
勲

　岡田さんは平成7年、河内長野市森林組合に
採用となり、主に森林整備事業に従事していま
したが、平成9年から新規事業となる製材部門
の担当者として「ウッドベースかわちながの」
に配属されました。
　製材所の運営や木材の販売は初めてでしたが、
仕事に取り組む姿勢は非常にまじめで、一例を
挙げると、木造建築業界では必須とされる「木
材乾燥」に対して、持ち前の粘り強さと前向き
な姿勢で経験を積み重ね、組合随一の技術者と
なりました。
　現在、所長として、大阪の木材の普及・販売
に先頭に立って取り組んでいます。木への親し
みや理解を広めるべく彼の提案で作った「府内
産木材の積み木」は、イベントに出展すると子
ども達に大変人気があります。子ども達が積み
木で遊ぶ様子を見ている彼は非常に優しい目を
していますが、一旦工場へ戻ると製品の品質管
理には人一倍注意を払い、妥協を許さないその
姿勢は設計士や工務店などの取引先から厚い信
頼を得ており、府内産木材をユーザーに届ける
要として、組合にとってなくてはならない存在
です。

今回は河内長野木材加工所
（通称：ウッドベースかわちながの）の所長、

岡田哲也さんを紹介します

岡田哲也さん

組／合／職／員／紹／介
日 々 活 躍

木 材 市 況

樹　種 取扱量（㎥） 平均単価（円）
杉 622 8,550
ヒノキ 1,722 19,888
広葉樹 25 30,639

■平成23年4月～平成23年9月期
　販売実績と平均単価

　9月上旬に紀伊半島を中心に甚大な
被害をもたらした台風12号の影響によ
り奈良県など近隣の原木市場では原木
入荷が急激に減少し、市の延期などの
措置がとられ、原木の品薄感から当面
の材料確保のため原木価格は近年にな
い値上がりとなりました。
　当共販所においても、9月16日に開
催した原木市では、杉3ｍ末口14 ～ 22
㎝の平均単価が17千円/㎥、杉4ｍ末口
24㎝以上では平均単価が25千円/㎥と
なり、台風前の8月に開催した市と比較
しますと平均単価で約1.7倍になってい
ます。ヒノキ一等材においても4ｍ末口
16 ～18㎝の平均単価は23千円/㎥と約
1.3倍に上昇しています。
　しかしながら、値上がりは瞬間的で

あろう。と言うのが市場関係者の大勢
の見方であり、他の市場では秋に入り
出材量が回復し、それに伴い原木相場
は元に戻りつつあります。
　共販所の原木取扱い量は、森林組合
直営の林産班からの出材量が年々増加
してきていますが、一方森林所有者や
素材生産業者の方からの出材は木材価
格の低迷もあり非常に減少しています。
組合では原木市による素材の販売を基
本に置きつつも、多様な販売方法で少
しでも有利な形で大阪の木材が販売で
きるように努めて参ります。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
祝
電
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
10
月
11
日
に
友
好
組
合
協

定
を
締
結
し
た
ば
か
り
の
北
海
道
下
川

町
森
林
組
合
山
下
組
合
長
か
ら
も
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
阪
府
森
林
組
合
が
10
周
年
を
迎
え

た
節
目
の
本
年
に
組
合
長
が
叙
勲
の
栄

誉
を
う
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
組
合
の
今
後
の
発
展
を
予

感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
古
川
組
合
長
の
も
と
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
森
林
組
合
の
発
展
に

向
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
組

合
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す



2011 丸大の冬ギフト

大阪しんりんくみあい通信
年 2 回発行　編集／大阪府森林組合本店　発行人／田川　静一　〒 541-0054 大阪市中央区南本町 2 丁目 1 番 8 号　大阪府森林組合　TEL. 06-4964-0950
e-mail :  info@o-forest.org

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
が
完
成

お
お
さ
か
の
木
で
建
て
る﹁
木
の
家
﹂

http://w
w

w
.sinrin.org
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お　問
合わせ

建
築
事
業
部

新
シ
リ
ー
ズ
完
成

地
元
大
阪
の
良
質
な
木
を

使
い
良
質
な
空
間
を
実
現��

　

大
阪
府
森
林
組
合
建
築
事

業
部
で
は
事
業
の
立
ち
上
げ

当
初
よ
り
、
新
築
住
宅
の
場

合
、
フ
ル
オ
ー
ダ
ー
の
注
文

住
宅
を
施
工
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
さ
ら
に
よ
り
多
く

の
皆
さ
ま
に
大
阪
の
無
垢
の

木
を
使
っ
た
住
宅
を
建
て
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
に

間
取
り
や
仕
様
等
を
確
定
し

た
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
新
た
に

制
作
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン「
木
の
家
」の

設
計
を
担
当
し
た
建
築
家 

柴
田
健
児

氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
第
１
に『
シ
ン
プ
ル
に
住
ま
う
』こ

と
。第
２
に
、森
林
組
合
の
特
徴
で
あ
る

『
地
元
の
良
質
な
木
』を
使
う
こ
と
。
こ

の
２
点
を
核
に
す
る
こ
と
で
、『
良
質
な

空
間
』を『
ロ
ー
コ
ス
ト
』で
提
供
で
き

る
と
考
え
ま
し
た
。
森
林
組
合
だ
か
ら

で
き
る
、ロ
ー
コ
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
、

何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
住
ま
え
る『
シ

ン
プ
ル
な
木
の
家
』。中
央
の
テ
ラ
ス
か

ら『
光
』と『
風
』と『
緑
』を
取
り
込
み
、

家
の
隅
々
ま
で
送
り
ま
す
。ま
た
、家
事

空
間
は
贅
沢
に
設
え
、
収
納
は
工
夫
し

て
多
く
取
っ
て
い
ま
す
。『
テ
ラ
ス
』と

『
収
納
の
工
夫
』が
、こ
の
家
に『
良
質
な

個
性
』を
つ
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

大
阪
の
良
質
な
木
材
を
無
垢
の
ま
ま

使
っ
た
豊
か
な
住
ま
い
を
実
現
で
き
る

「
木
の
家
」。
建
て
替
え
等
を
お
考
え
の

組
合
員
様
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
建
築

事
業
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ま
せ
。

（
お
問
合
わ
せ　

建
築
事
業
部
）

０
１
２
０–

６
３
０–

８
５
４

※ 表示価格の他、設計費・屋外給排水工事費・幹線引込工事費・外構工事費・確認申請費・登記関係費等の諸費用が必要です。また、
上下水道引込 　工事・地盤改良が必要となる場所での建築の場合、さらに別途工事費が必要です。

居住環境の良い２階にリビングを設け、個室
を１階に配置することで、構造的にも理にか
なった地震に強い住まいを実現しました。

●建 築 面 積／ 60.45 ㎡ （18.2 坪）
●延 床 面 積／ 113.65 ㎡ （34.3 坪）
●１階床面積／ 59.83 ㎡ （18.0 坪）
●２階床面積／ 53.82 ㎡ （16.2 坪）
● 2 階 テ ラ ス／ 6.62 ㎡ （2.0 坪）

PLAN1
1,650万円

（税込）※

建物本体価格

■建築家プロフィール
柴田 健児
１級建築士
兵庫県震災建築物応急危険度判定士
1966　長崎市に生まれる
1989　九州芸術工科大学卒業
1989　㈱丹青社
1993　㈱環建築設計事務所
2000　ケンチクヤ設立後、無垢材を使った木造住宅を数多く設計

1階にリビングを配置したプランもございます。


